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〈目的〉

我が国周辺海域における漁業資源の適切な保存及び合理的、持続的な利用を図る上で資源診断、

動向及び適切な管理方法の検討を行うため、必要な基礎資料を整備する。

〈試験研究方法〉

1漁場別漁獲状況調査

岩崎村漁協、縮作漁協、風合瀬漁協、大戸瀬漁協、鯵ヶ沢漁協、下前漁協、小泊漁協、八戸

漁連、八戸魚市場(株)、三沢市漁協、六ケ所村海水漁協、白糠漁協、小田野沢漁協、民労漁協、

尻屋漁協、野牛漁協、関根浜漁協、大畑町漁協、脇野沢村漁協、横浜町漁協、野辺地町漁協、

蓬田村漁協、蟹田町漁協、平舘村漁協、今別町西部漁協、竜飛漁協の漁獲台帳から、月別、魚

種別、銘柄別漁獲量をfrescoCFishery Resource Conservation)システムヘ入力した。

2生物測定調査

大戸瀬漁協、鯵ヶ沢漁協、平舘村漁協、八戸みなと漁協、八戸魚市場(株)から購入した 10魚

種 (tり・ 1品川カ・村守・スケトウゲラ・特γ・マ7γ ・マイワシ・帥クチイワシ .1~1\' ・コ'マサ1\' )について魚体測定及

び精密測定(体長、体重、性別、生殖腺重量等)を実施し、 frescoシステムへ入力した。

3卵稚仔及びクロロフィル分析調査

日本海においては、北緯40度36分、東経139度00分から北緯41度00分、東経 140度 16分の

海域、太平洋においては北緯40度32分、東経 145度 20分の海域で調査し、分析した。

(主要成果の具体的なデータ〉

表 1から3のとおり、 frescoシステムによりデータを送信した。

(今後の問題点〉

(次年度の具体的計画)

継続して委託調査を実施する。

(結果の発表・活用状況等〉

漁業者、学識経験者、行政機関が参加する資源評価会議で資源水準や動向を検討し、その結果は、

水産庁が『我が園周辺水域の漁業資源評価』として印刷物を作成すると同時に、インターネットで

も掲載し、広〈一般国民までの範囲で公表している。
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表1 水揚状況腕査実績

調査地・ 漁業種猿 対象魚種 調査項目
，食獲月毎の測定回数

4 5 6 7 8 9 10 11 12 2 3合計

岩崎 定置・帯l網・いか釣 浮魚懇・底魚類・幻Mイカ 注1) 月別銘柄引漁護量 1 1 12 

へなし 定置・帯l網 浮魚類・底魚顛・1ルメイカ 注1) 11 1 1 1 12 

へなし 定置 浮魚類・底魚類 注1) 11 1 12 

深浦 ~曳 浮魚類・底魚類 注1) 11 1 10 

漂，甫 いか釣 λル，イカ 注1) 11 7 

恩合灘 定置・申l網 浮魚類・底魚頬・λルバカ 注1) 11 12 

大戸瀬 定置 '~J網・いか釣 浮魚類・底魚類・λルメイ力 注1) 11 1 1 12 

大p灘 定置 浮魚類・底魚類・λ晶メイカ 注1) 11 1 12 

修ヶ沢 底曳 底魚類 ;主1) 11 1 1 1 10 

鯵ヶ沢 いか釣 MJイカ 注1) 11 1 1 7 

下前 いか釣・指l網・定置 浮魚類・底魚類・λルパカ 注1) 11 1 1 12 

小;白 いか釣・理事l網・定量 浮魚類・底魚類・λMイカ 注1) 11 1 1 12 

竜飛 定置・申l網 浮魚類'MJ1力 注2) 11 1 1 12 

今lItJ 定置・車11網・いか釣 浮魚類・スルメイカ 注2) 11 7 

平舘 定置・事l織・いか釣 浮魚類・λルメイカ 注2) 11 8 

蟹図 定置・事l網 浮魚類 注2) 11 1 9 

臨野沢 定置・耳目j織 まだら・浮魚頚 注2) 11 1 1 11 

大畑 定置・刺網・いか釣 浮魚類・λル，ィb 注2) 11 1 1 12 

関根浜 定置・申l網 浮魚類'Ar.Jイカ 注2) 11 1 1 1 1 1 9 

野牛 定置・刺繍・いか釣 浮魚顛・λMイh 注2) 11 1 1 1 9 

尻屋 lF'置・耳目i網・いか釣 浮魚類'Ar.Jイカ 注2) 11 1 9 

尻労 F情 '~J網・いか釣 浮魚類・λMイカ 注2) 11 8 

白梅 lF'情・耳目j綱・いか釣 浮魚語・λMi力 ;主2) 11 1 1 1 1 12 

六ヶ所海水 lF'糧 '~J網・いか釣 浮魚類・AM1力 注2) 11 1 8 

ー沢 重量・車l綱・いか釣 浮魚類'MJ1b ;主2) 11 1 1 1 12 

八戸 大中旋網 浮魚績 注2) 11 1 1 12 

八戸 沖合底曳網 I~魚鐙 注2) 11 1 7 

八戸 小型E底曳網 浮魚類・底魚類・スルメイカ 注2) 11 1 1 10 

八戸 いか釣り MHIJ 注2) 11 7 

八戸 定章構 浮魚類・f草魚類・λルメイカ E主2) 11 1 1 1 1 1 10 

八戸 剃し網 浮魚類・底魚嬢・スルメイカ 定2) 11 1 1 12 

281 28 2宮 28 271 28 281 27 271 24 201 20 314 

注1)マアジ・マサパ・マイワシ・ウルメイワシ・力事ヲチイワシ・スケトウダラ・ブリ・マダラ・ホッケ・ハ9ハ9・ヒラメ・マラrィ・アカガレイ・ムシガレイ・ソウハチガレイ
-マガレイ・ニギス・ヤリイカ・ベニズワイガニ

注2)マダラ・スケトウダラ・ヒラメ・キ子ジ・イトヒキダラ・ズワイガニ・マイワシ・カ世?チイワシ・マサパ・ゴマサパ・マアジ・ヤナギムシガレイ・サメガレイ・アンコウ

表2 市場測定員実績

- 字軍 海埴 配置
合ア J プ')ノヲ J・理用毎のt制定回計

測定内害 1則定項目 1@J当')
G")~ラナ 41 S 61 81 9 Tこ 11 121 21 3 。叶 闘を尾酎

ヒフF 18*毎 大戸順陣守;R 市場 1 1 4 惇呈盟A 体長堕重ー里亙
ス"メ 1~ " Jfヲ，宍 布場 o I 8 川 崎宮，倒定 タネ葺長 1本重性別・主殖腸 lG(:-
マタラ 陣勾 :R 1 U_JO暗号E成 It畏 TヨC
マカ H !日本海 岩輯大 P，;t費時サ;尺 手告場 1 1 3 堕亘型豆一 体長壁量二性別:主選腺持臨 4司C
マ?〆 大平洋 平舘 市場 1 1 3 情宮，陶宮 体長・宣量二時:i'!:三塁盟 50 
マ4ワン 1 1 1 3 6 It畳体重・性別・主種騨 家蝿 5: 
マ守 l " ? 1 、 1 4 係長・1本重・性別・主li!M 50 
力予ウチ寸勺ノ " " " 1 1 1 1 1 1 7 " 博畏・1本重性別・主瞳鴨 50 
l:lメ寸乃 " j、p 市場 nり 21 2 21 2 ZI 2 1 13 " 外華墨 1孝重・性別・主曜腕 主己
71ウJ " 八戸 市場・桂綱 1 1 1 1 4 被晶体長ー体重ー性別・主瞳騨.j;~届 0_ 
カ守ウ干1'7-.，.， 市場証構 1 補個体長'体重・世gt，・主殖"ー冨臨 oJ 
7'1'、 " 市場'!l:槽 2 2 5 呈豆長堕重ー笠旦i 主瞳鴨'1~脂 F~ r-

ゴ71， 市場ー桂咽 1 2 4 " 星主主:堕重二丘~丘量堕将位 50 
マタラ " 市場ー里曳 1 1 1 1 1 、 1 11 lC 障長盟A 惇長 20G 
" " 市場.'"曳 1 1 1 1 1 11 10 糟，.，則定 体長宣重ι11.別ー重旦歪:耳石 30 
ヒづ~ 市場車里刺柵 1 1 1 1 1 ? 1 11 12 " 時長時重ー性別'胃円曹・耳石 30 
キ手:; " " 市犠・車里 、 1 1 1 ? 1 11 1こ 体長 f本量・性別胃内宮耳石 3，:; 
スケ10-，号 市場.tl_曳 1 1 1 1 1 1 1 1 ， I 1[- 博長鍾占星 笠呈 4:': 
古H τ14 171 4 131 13 91 " 91 12 S 1 121 

表3 卵種仔及びクロロフィル録取

対象海員量 船名(馬力.トン数) 調査項目
月別調査回数及びサンプル数

調査方法
41 5 6 71 8 91 10 111 12 2 3合計

日本通事 東奥丸(1.200馬力、 140トン) 卵様仔・プランクトン 201 20 20 20 80lLNPネットの15伽n鉛直曳き
太平洋 関連丸(1.200馬力、 207トン) 11 12 12 12 36 11 

11 東奥丸(1.200罵力、 140トン) 11 12 12 11 

11 関連丸(1，2001馬力、 207トン) ヲロロフィル 100 100 1∞ 300 。→50m、 スキン採水器による
11 東奥丸(1.200~力、 140トン) 11 100 100 11 
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